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報道各位  
 

 
 
 
 

 

TOKYO FMが群馬県と 

子宮頸がん予防啓発のアニメーション動画を制作  
『あなたをまもる手段 HPVワクチンを知ろう』本日より公開 

 
 

 
 

TOKYO FMでは、群馬県と連携し子宮頸がん予防啓発のアニメーション動画『あなたをまもる手段 HPV

ワクチンを知ろう』を制作・公開いたしました。子宮頸がん予防の選択肢であるHPVワクチンについて正し

い知識を得るため、高校生とその母親が、医師から学ぶというストーリーのアニメーションです。母親役に

は柚木涼香、高校生の娘役は古賀葵、ナレーションは三木眞一郎がそれぞれ担当しています。本動画は

群馬県の動画サイトｔsulunosにてご覧いただけます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子宮頸がんは、若い女性での罹患率が増加傾向にあるという統計データがある一方で、9価の HPVワクチ

ンを接種することで 80～90％の予防効果があるとも検証されています。 

TOKYO FMでは、これまでにも群馬県と連携し、10代向けラジオ番組『SCHOOL OF LOCK!』とコラボレーショ

ンした TikTok動画や YouTube動画を制作し、発信してまいりました。さらにその知識を深めるため、今回新た

に、高校生とその母親が、医師から子宮頸がんと HPV ワクチンについて正しい知識を学ぶというストーリーの

アニメーション動画『あなたをまもる手段 HPVワクチンを知ろう』を制作・公開しました。動画内での医学監修、

医師としての出演は群馬県の産科婦人科舘出張佐藤病院の佐藤院長の協力を頂きました。 

動画は群馬県の動画サイトｔsulunosの YouTubeからご覧いただけます。 

●ロングバージョン 前半 https://youtu.be/cBxICyBfUBU 後半 https://youtu.be/TxqQpV1a3NI 

●ショートバージョン https://youtube.com/shorts/giWjenB_CFU 

さらに、本企画ロゴと群馬県が中高生に配布するリーフレットも群馬県と連携し、TOKYO FMが制作。リーフ

レットは 7月中旬より群馬県内の学校や協賛企業の店舗等にて配布をスタートしました。 

 

■動画概要 

●「あなたをまもる手段 HPV ワクチンを知ろう」 

声の出演：  

中山涼子（母親） 柚木涼香 

中山美幸（娘）   古賀葵 

ナレーション    三木眞一郎 

医師（本人）    佐藤病院 佐藤 雄一（医学博士） 

制作：TOKYO FM  

視聴リンク： 

ロングバージョン 前半 https://youtu.be/cBxICyBfUBU 後半 https://youtu.be/TxqQpV1a3NI 

ショートバージョン https://youtube.com/shorts/giWjenB_CFU 
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柚木涼香（ユズキ リョウカ） 

声優。1月 10日生まれ。愛知県出身。 

出演作品は、『シルバニアファミリー』(ショコラウサギのお姉さん)、『NARUTO-ナル

ト』シリーズ（山中いの)、『やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。』(平塚静)、『た

まごっち!』シリーズ(めめっち）など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古賀葵（コガ アオイ）  

声優。8月 24日生まれ。佐賀県出身。 

出演作品は、『かぐや様は告らせたい～天才たちの恋愛頭脳戦～』（四宮かぐや）、

『ひろがるスカイ！プリキュア』（エル）、『古見さんは、コミュ症です。』（古見硝子）、

『鬼滅の刃』 （六太）など。 

 

 

 

 

 

三木眞一郎(ミキ シンイチロウ)  

声優。3月 18日生まれ。東京都出身。 

主な出演作品は、『ポケットモンスター』(コジロウ)、『呪術廻戦』(日下部篤也)、『マッ

シュル-MASHLE-』(イノセント・ゼロ)、『僕のヒーローアカデミア』(サー・ナイトアイ)な

ど。 

 

 

 

 

 

 

佐藤 雄一先生 プロフィール 

・産科婦人科舘出張佐藤病院 院長 

・群馬県医師会理事 

・群馬県産婦人科医会 副会長 

 

 

■ロゴ【企画意図】 

子宮頸がん予防の旗印として世界的に使われている「ティールアンドリボン」をモチー

フに、ＨＰＶの文字を組み合わせたロゴを制作しました。 

 

ロゴ・キャッチコピー制作意図： 

子宮頸がんを予防するＨＰＶワクチンは、強制されるものではありませんが、 

まぎれもなく、自分を守る大切な選択肢のひとつであること。 

それを、「手段」という言葉を用い、ひとりひとりの「あなた」に知ってもらうことを意図し

ました。 

シンボルマークを通じて”HPV"という言葉を広く認知し、また安心してもらいたいとい

う想いを込めました。 
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■リーフレット概要 

群馬県内の学校や協賛企業の店舗等にて配布中。 
配布先に応じて、紙及び電子媒体での配布を行います。 

 


